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１．概況

（１）受水状況

　

　

（２）有収水量

（３）建設改良事業の状況

（４）経理の状況

　イ、予算の執行状況

　

（単位：円）

0 500,000 595,093,000水道事業費用

655,510,000 0

0

営業費用

営業外費用

571,871,000 0

令和３年度下半期（10月～３月） 水道事業業務状況報告書

流用増減額

0

△ 30,800,000

0

0

0

0

予算現額Ａ 執行額Ｂ

6,213.6 △ 185.4

補正予算額

500,000 572,371,000

※ 予算額および執行額は、消費税額を含んでいます。

173,271

112.4

656,010,000 689,970,919

日量

　ア、予算の補正の状況

（単位：㎥）

　

当初予算額科目

0

0.0

556,003,951 93.40

1月

計 1,130,881 1,164,624 △ 33,743

3月 204,284

日数 182 182 0

△ 7,311

211,862 △ 7,578

△ 8,082

2月 165,960

105.2

●収益的収支

500,000

6,399.0

577,582,667 103.90 556,020,000

537,367,785

18,636,166

3,881

△ 9,050

159,465

1月

　

231,5263月

計

182

日量 7,674.8

　

日数

　

10月

11月 6,594

12月

222,025 230,107

217,9862月

161,475 164,999 △ 3,524

217,672 211,078

173,307 △ 13,842

217,060

調定有収水量の比較増減

239,779

250,312

232,62810月

11月

12月

221,634

238,363

259,362

湖南水道用水供給事業からの受水状況

令和３年度 令和２年度 比較増減

1,416

△ 926

△ 6,663

△ 7,614

0

△ 41.97,716.7

1,404,434

182

1,396,820

（単位：㎥）

238,189

比較増減

3,728

令和２年度

228,900

令和３年度

225,515

Ｂ/Ａ％

68,690,000

1,000,000 0

前年度からの

繰越(財源充当)額

予備費

112,388,252

0 1,000,000

93.9

85.8

31,300,000 99,990,000

水道事業収益

営業収益

営業外収益

586,820,000

0

594,593,000

21,722,000 0 0 21,722,000

当町の水道事業は、県が運営する湖南水道用水供給
事業により、水道水を賄っています。

令和３年度下半期の受水状況は右表のとおりであり、
1日平均受水量は７，６７４．８㎥で、昨年同期と比べ
て日量４１．９㎥（０．５％）の減となりました。

令和３年度下半期の給水状況は、給水人口１９，９
４５人（R４．３．３１現在）で前年度より１６２人減
少しました。また、１日平均有収水量は６，２１３．
６㎥で、昨年同期と比べて１８５．４㎥（２．９％）
の減となりました。

（1日1人当たりの有収水量は３１２㍑）
令和３年度末における使用給水栓数は、昨年度から

４０栓増加し７，９８３栓となっています。

建設改良事業は、老朽管更新事業として基幹管路の配水管布設替工事、令和元年度に策定した管路
更新計画に基づき、重要給水施設配水管・水道管路緊急改善事業で配水管・基幹管路の水道管布設替
工事を実施しました。

新型コロナウイルス感染症緊急経済対策の一環として、水道使用料の基本料金２ケ月分の減
免をすることに対し、補正予算として減額補正を行いました。

令和３年度の予算執行状況は、次のとおりです。
（令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで）
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（単位：円）

　ウ、決算の状況

① 損益収支

●比較損益計算書

② 財務状況

●比較貸借対照表

特別損失

当年度純利益 97,668,775

523,957,882

負債および資本の部資　産　の　部

※損益計算書は消費税抜きの額です。

18,500,000

営業収益

391,500,000

国庫補助金返還金 0

●資本的収支

1,084,000

企業債 58,900,000 0 19,800,000 0 78,700,000

175,550,000資本的収入

0

流用増減額

出資金 11,600,000

0

0

(Ａ)－(Ｂ)

工事負担金

33,314,000国庫補助金

017,000,000

0

95.1

512,968,000 344,438,935

465,829,00056,202,000

56,202,000

14,536,000

17,600,000

47,850,000

6,900,000

297,301,389

0 44,451,000

0

△ 1,084,000

122.337,296,430013,500,000

比較増減

67.1437,555,000 19,211,000

△ 11,352,240 109,021,015

96.8

0

507,095,391 △ 16,862,491

19,211,000

－

0 －

1,084,000

118.8

97,621,410 101,456,205

98,653,845

0

営業外収益

科目

（単位：円）

営業費用

令和３年度

決算額
103,463,036

令和２年度

決算額
比較増減

957,068,012

固定資産

繰延収益 939,661,236

1,113,061,171

令和２年度

決算額 決算額
638,318,767667,536,427

科目
令和３年度

固定負債

100.0

92.9

120,814,000 175,547,430

科目 当初予算額 補正予算額 予算現額Ａ 執行額Ｂ Ｂ/Ａ％

0 54,736,000

繰越額による財源


充当額及び繰越額

△ 3,834,795 96.2

124.2525,768,122 423,279,482

0

1,201,055,898

合計

42,283,127

4,324,830,959

※貸借対照表は消費税抜きの額です。

17,600,000

131,574,636

149,174,636

191,457,7634,324,830,959 4,133,373,196

2,516,063,272 2,366,888,636

1,808,767,687

99.9

623,389,532

191,457,763

87,994,727

　

比較増減

決算額(Ａ)

令和２年度

水道事業収益

※ 予算額および執行額は、消費税額を含んでいます。

決算額(Ｂ)

（単位：円）

Ａ/Ｂ％
524,735,687

（注）資本的支出額に対する資本的収入額の不足は、過年度分損益勘定留保資金等で補てんしました。

1,083,341

102,488,640

　 

科目
令和３年度

　 

△ 17,406,776

4,133,373,196 負債資本合計

783,756,461 652,181,825

資本金

負債合計

資本合計

1,766,484,560

1,732,306,811 1,714,706,811

剰余金

29,217,660

30,472,243流動資産 201,570,024 171,097,781流動負債

3,123,775,061 3,020,312,025

00特別利益 0

0

－

水道事業費用 525,720,757 536,087,927 △ 10,367,170 98.1

営業外費用 18,625,366 12,130,045 6,495,321 153.5

76,200,000 96.8

企業債償還金 46,055,000 0 0 0 46,055,000 46,054,205 100.0

63.8

資本的支出

建設改良費

30,500,000

営業収益は、前年度と比較して総額で１１２，６９４，２３９円の増額となりました。
これは、今年度、新型コロナウイルス感染拡大に関連し、各家庭に対し家計支援を行うため、水道料

金の基本料金分を２か月間免除しましたが、前年度（令和２年度）は６か月免除したことが影響したも
のです。

年間有収水量及び配水量については、前年度と比べると２．３％及び０．２％の減少となりました。
営業費用は、県受水費の基本水量の見直し等により、減額となりました。
この結果、令和３年度は黒字となり、経常利益９７，６６８，７７５円、当年度未処分利益剰余金は

２８７，１７１，５７０円と増加しました。

令和３年度末の総資産は、前年度より１９１，４５７，７６３円増加し、４，３２４，８３０，９５
９円となりました。負債については４２，２８３，１２７円増加し、１，８０８，７６７，６８７円に、
資本については１４９，１７４，６３６円増加し、２，５１６，０６３，２７２円となりました。
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③ 企業債の状況

　

　エ、令和４年度の事業および予算の概要

令和４年度当初予算の概要

● 収益的収入および支出 （単位：千円）

※ 予算額は、消費税額を含んでいます。

● 資本的収入および支出 （単位：千円）

  ※ 予算額は、消費税額を含んでいます。

　

資本的支出

38,333

5,000

358,010

予備費 1,000

134,933

水道事業収益

営業収益

資本的収入

款

営業費用

営業外費用 21,300

571,888

工事負担金

　

企業債償還金

国庫補助金

項 金額

16,100

61,638

項

営業外収益

出資金

企業債 75,500

47,000

311,010建設改良費

備考

水道事業費用

金額
653,971

592,333

594,188

　

款 備考

令和３年３月３１日現在の企業債の現在高は、３０，１４５，７９５円増加し、６４６，５１８，
７６７円となりました。

清浄な水道水の供給によって公衆衛生の向上と生活環境の改善に寄与するため、本年度は、 １日
平均６，４００㎥の水道水の供給を予定しています。水道水の安定供給を図ることを目的に、住民生
活に欠くことのできないライフラインの維持管理を行うとともに、引き続き健全な水道経営を目指す
と共に企業努力に努めてまいります。

改良工事の主な内容は、中之郷奥師間や松尾地先の基幹配水管の重要給水施設配水管の布設替工事
などの建設改良費を計上しました。
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